
日時　 令和4年11月10日（木）　13:30～15:10
場所　 原町商工会議所　大会議室

参加委員　 委員長 安藤 智広 (公社)福島相双復興推進機構　南相馬支部長
委員 黒澤 涼一 福島県相双地方振興局　次長
委員 横田 美明 南相馬市　経済部長

欠席委員　 委員 本宮 幸治 (公財)福島ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ｺｰｽﾄ構想推進機構
　福島ロボットテストフィールド 事業部長

委員 比護 隆之 一般社団法人南相馬観光協会　事務局長

事務局　 佐々木 孝 原町商工会議所　専務理事
門馬 幸生 原町商工会議所　事務局長兼中小企業相談所長

鈴木 佳小里指導課係長
吉田 佑行 指導課主事

評価の指標　 A 100%以上 目標を達成できた
B 80%～99% 目標を概ね達成できた
C 50%～79% 目標を半分程度達成できた
D 50%未満 目標をほとんど達成できなかった

評価方法　 事務局から項目毎の実施内容を説明した。
その後委員により、定量評価を元に総合評価を実施した。

１．地域の経済動向調査に関すること
定量 総合

目標 実績 評価 評価

２．経営状況の分析に関すること
総合

目標 実績 評価

②セミナー実施件数 6回 5回 8回
　（参加事業者数） （32社） （75社） （51社）

３．事業計画策定支援に関すること
定量 総合

目標 実績 評価 評価
①既存事業者への
　事業計画策定支援

　事業承継希望者への事業
　計画策定支援
③新規創業者への
　事業計画策定支援

４．事業計画策定後の実施支援に関すること
総合

目標 実績 評価
①既存事業者への
　フォローアップ
②事業承継希望者への
　フォローアップ
③新規創業者への
　フォローアップ

B

②アンケート分析公表回数 1回 4回 2回 C

B

B

③経営分析件数 49件 28件 49件 A

令和2年度
令和3年度

定量評価

①巡回相談件数 100件

令和3年度 原町商工会議所 経営発達支援計画 事業評価委員会（評価結果）

令和2年度
令和3年度

①RESAS分析公表回数 0回 1回 1回 A

144件 60件 D

A C

②事業承継ヒアリング件数 11件 21件 12件 C

令和2年度
令和3年度

37件 14件 14件

令和2年度
令和3年度

定量評価

114件 56件 71件 A

1件 2件 1件 C

6件 8件 4件 C

C

1件 8件 1件 D

51件 32件 8件 D
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５．需要動向調査に関すること
定量 総合

目標 実績 評価 評価
①宿泊施設への利用者調査

②飲食店への利用者調査

６．新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること
定量 総合

目標 実績 評価 評価
①伊達な商談会参加事業 0社 2社 0社
　者数(うち成約件数） （0社） （1社） （0社）
②水産加工品商談会参加 0社 1社 0社
　事業者数(うち成約件数) （0社） （1社） （0社）
③ホームページ開設事業者 4社 15社 23社
　数(うち売上増加数） （2社） （6社） （2社）

７．地域経済の活性化に資する取組に関すること
総合

①福島イノベ構想環境整備 評価
　推進協議会の開催

④南相馬市サーフツーリズ
　ム推進委員会への参加

８．他の支援機関との連携を通じた支援ノウハウの情報交換に関すること
総合

①(公社)福島相双復興推進 評価
　機構との定例会の開催
②経営改善貸付推薦団体連
　絡協議会への参加
③福島県連主催の情報交換
　会への参加
④オールふくしま連絡協議
　会への参加
⑤産業人材育成推進協議会
　への参加
⑥知財支援連絡会議への参
　加

９．経営指導員等の資質向上等に関すること
総合
評価

⑤内部研修会の実施による
　共有化と組織支援力向上

D

D

B

A

・交流や移動が制限されたことで実施無し。

令和2年度
令和3年度

0社 5社 0社 C

令和2年度
令和3年度

D

D

D

0社 5社 3社 C

③地域ブランド、
　観光資源開発

・登録商標「相馬野馬追の里」の活用。
・会議所復興マスコットキャラクターの使用。

・業務都合により出席無し。

令和3年度 実施内容

B

令和3年度 実施内容

・協議会は開催無し。

②関係人口増加事業の実施

・不定期で情報交換を実施。

・毎週1回の定例会を実施し指導内容を共有化。
・外部講師による内部研修を計5回実施。

③専門家派遣時の同行
・所内で案件対応ができたため、専門家派遣の
　活用及び同行無し。

④支援内容のDB化
・指導カルテを全ての経営指導員、補助員が
　入力し、所内で情報共有を行った。

・経営指導員3名が年2回の協議会へ参加。

・経営指導員3名が年2回の研修会へ参加。

・協議会が開催されなかったため参加無し。
・書面による情報共有を実施。

・協議会が書面開催のみ実施。

・連絡会議の開催が無かったため参加無し。

・計14回の各種研修会(Off-JT)へのべ24名が参加。
　（リアル開催及びオンライン開催）

令和3年度 実施内容

①講習会等への積極的参加

②OJTの促進
・2名1組体制（経営指導員1名、補助員1名）で
　支援業務に臨み、OJTを促進した。
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